
大阪府立泉鳥取高校存続を求める意見書 

 

本年８月３０日、大阪府教育委員会は、泉鳥取高校を含む３つの府立

高校を令和５年度から募集停止すると発表し、現在開会中の大阪府議会

令和３年９月定例会には泉鳥取高校をりんくう翔南高校と統合する再編

整備案が示されている。 

泉鳥取高校は、昭和５１年に創立された阪南市唯一の府立高校であり、

これまで多くの卒業生を世に送り出し、その方々が本市にとどまらず、

大阪南部、特に泉州地域の地域経済や産業、地域振興を支えている。 

また、近年は地域と連携した取組を進められており、教育を通し地域振

興やシビックプライドの醸成にも貢献されている。 

本市では、現在策定中の「総合計画」において「子どもが地域で育ち、

支え合うまち」を重点基本方針のひとつに掲げ、まちぐるみで人材を育

成することを目指している。 

このような中、将来の阪南市を担う子どもたちにとって、生まれ育っ

た地元から府立高校がなくなることは大きな損失である。 

また、泉鳥取高校は、本市のまちづくりにおいても若い世代が集う貴

重な共創パートナーであり、人材育成だけではなく地域振興をはじめと

した、本市の目指す「共創のまちづくり」に必要不可欠な存在である。 

そのため、阪南市議会としては、地元にとってかけがえのない泉鳥取

高校の廃校は、容認することができず、大阪府教育委員会におかれては、

ぜひとも再考されることを強く要望する。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

 令和３年１２月２日 

大阪府阪南市議会 

 

 


